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サブオーロラ帯における対流電場の過遮蔽

Overshielding of the Convection Electric field in the sub-auoral ionosphere
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電離圏における対流電場が低緯度、赤道で遮蔽され、時には過遮蔽が生じていることが、極域と低緯度・赤道域の磁
力計およびレーダー観測から示されてきた。極域対流電場や IMF の変動と、低緯度における遮蔽の対応に関する研究か
ら、領域２沿磁力線電流の成長に伴い低緯度側オーロラ帯に逆向きの電場が印加されるために生じると解釈されている。
本研究では極域からサブオーロラ帯の磁力計観測網と SuperDARNのデータを用い、電離圏電場を印加する領域 1、及び
2沿磁力線電流の発達及び減衰と、サブオーロラ帯における過遮蔽の発生の詳細な解析をおこなった。2000年 1年間の
データを解析し、過遮蔽が発生した事例を 31例抽出した。低緯度側で過遮蔽を引き起こす遮蔽電場（対流電場と逆向き
の電場）は、1450-2300 MLTの磁気緯度 58－ 66度で発生する頻度が高く、遮蔽電場の中心は磁気緯度 61-63度付近に
存在した。また、Kp指数が大きいほど、遮蔽電場の中心は低緯度に現れる傾向がある。これらの夕方側で発生した 31事
例を詳細に解析した結果、過遮蔽が発生する要因を大きく２つのタイプに分類できることが明らかになった。
１．対流電場発達が止まるか、または減衰する場合に、サブオーロラ帯より低緯度で遮蔽電場が顕在化することによ

り過遮蔽が生じる場合。このタイプでは、過遮蔽が生じたり、再び対流電場が侵入したりすることが、対流電場の変動
によりコントロールされる。これは従来の過遮蔽モデルで説明できる。
２．遮蔽電場の急速な発達により、過遮蔽が発生する場合。このタイプの過遮蔽が発生するときは、同時にオーロラ

帯では対流電場が強まるのが特徴である。これは領域 2沿磁力線電流が対流電場成長中に、急激に発達したことを示唆
し、従来の過遮蔽発生モデルでは、説明することができない。
上記２．タイプの遮蔽電場の発達事例について、夜側中低緯度の地磁気 H成分を調べた結果、遮蔽電場が発達を始め

て 1～数分後に中低緯度 H成分でポジティブベイが観測された。サブストームに伴う電流系と遮蔽電場発生との関連性
ついても議論する。


